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修士課程での研究として「熊本を描く」ことをテーマとして制作を行ってきた。本稿は私
が熊本を見つめるきっかけとなった熊本地震、その後の熊本の情景や復興を目指す人々の日
常の姿を見詰め、それを制作することによって振り返りながら日本画の可能性や描くことに
よって私にできることを探ること自体を目的とする。そのために修了作品では復興途中であ
る熊本城をモチーフとした。
第一章では、2016 年に起こった熊本地震を経験したことで発生した自身の状況や心情の
変化によって「熊本を描く」というテーマになった経緯を述べている。どのようにして最初
に感じた印象を象徴的に表現し、何を大切にしながら描くのかを述べながら「復興のカタ
チ」について説明する。
第二章では、題材設定の経緯に至るまでの過去の作品の振り返りを述べている。熊本地震
によって倒壊してしまった家をモチーフとした作品を初め、熊本市内を走り市民の日常を支
える市電、復興が始まった当初の熊本城、絶大なる人気を誇るくまモン、肥後六花のうちの
１つである肥後椿、熊本地震を耐えた古びた家屋、そして海外に目を向けることで熊本の再
発見を目標に描いたスペインの家、計 14 点の作品を紹介する。過去作品を通して、自分が
何を表現しようとしてきたのか、当時の思いや考えと共に考察していく。
第三章では、修了作品の制作プロセスを写生、構想段階、小下図、草稿、本画と順を追っ
て説明する。それぞれのプロセスの役割と重要性を理解したうえで、表現の目標となる天守
閣の圧倒的な存在感、クレーンのフォルムを通じて復興への想いの存在、熊本ならではの
木々に囲まれた空間等々について述べている。
以上の制作を通して、日本画の重要な要素となる季節や時刻、温度や湿度に起因する空気
の質、その場にある匂いや風、さらに絵には描かれていないが、そこに居るはずの人々や生
き物の存在など目を感じさせ、表現することを追求することの大切さを体感した。
最後の「おわりに」では、制作における反省と今後の展望について述べ、総括とした。
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